
【 平成 28年 10月 開講 】 

プロフェッサー講座  
 受講生募集案内 
 テーマ 講師名 講座概要 曜日・会場 

１ 現代社会を生きるための 
「心理学」 

須藤 明 
駒沢女子大学  

教授 

 前編は、「健康な自己愛の育み」という視点から、
犯罪や非行を読み解き、私たち大人がどのように子
どもたちとかかわっていけばよいか一緒に考えます。 土曜日 午前 

ⅰプラザ 
６回講座 藤川 麗 

駒沢女子大学  
教授 

 後編は、日々の生活の中でストレスと上手につき
あっていくための「ストレス対処法」を紹介します。 

２ 

 「ノーベル賞」への道 
【前編３回】 

「ノーベル生理学・医学賞」 
   ～大村智先生と歩んで～ 

山田 陽城 
東京薬科大学 
特任教授 

 
高橋 洋子 
北里大学 
名誉教授 

 2015年ノーベル賞の受賞対象となった熱帯病治
療薬がどのように発見され、世界がどのように変わ 
ったか、大村博士の素顔や熱帯病対策の実状ととも
に紹介します。 土曜日 午後 

ⅰプラザ 
６回講座 

【後編３回】 
「ノーベル物理学賞」 

 ～受賞者たちの足跡から～ 

村山 昭浩 
静岡大学  
名誉教授 

 わが国のノーベル物理学賞受賞者について、主に
素粒子や宇宙にかかわる業績をたどることにより、
現代物理学の最前線に迫ります。 

３ 動物と歩んだ「日本の歴史」 
～骨考古学の成果から～ 

阿部 常樹 
城西大学 
非常勤講師 

 日本人は動物達とどのように付き合ってきたので
しょう。骨考古学の成果から明らかにしていきます。 

日曜日 午前 
地域振興プラザ 
６回講座 

４ 成功する 
「地域ビジネス学」 

長谷川 英伸 
玉川大学  
助教 

 地元企業の経済活動は地域住民との密接な関係の
もとで成り立っています。地域になくてはならない
ビジネスについてお話しします。 

日曜日 午後 
地域振興プラザ 
６回講座 

５ 
 
 

 ーすごい脳！ー 

工藤 佳久 
東京薬科大学 
名誉教授 

 脳が外界を感じ、それを判断し、より良く、たく
ましく生きるために対処する仕組みとその中に生ま
れる「心」について解説します。 
 
 

土曜日 午前 
地域振興プラザ 
６回講座 

６ 誰も教えてくれなかった 
「くすり」を巡る話 

宮本 法子  
東京薬科大学  
客員教授 

 軽い病気の時、自分自身で薬を選ぶことができま
すか？自分の健康を守るための知識力を向上させま
しょう。 

土曜日 午後 
地域振興プラザ 
６回講座 

                            募集期間 平成2８年７月15日(金) ～ 先着順 

                                  ※ ７月24日（日）の講座紹介イベント会場での申込みも可能です。 

      プロフェッサー講座は先着順受付ですが、紹介イベント終了時に満員となった講座のみ、紹介イベント後に抽選を 
  行います（抽選の有無はHPで報告します）。その他の講座につきましては、先着順で定員になり次第締切ります。 

              ※受講決定通知書・振込用紙は９月上旬に郵送いたします。    

の～ 

※前回と同じ内容になりますので、応募者多数となった

場合には新しい方を優先に抽選いたします。 

【問合せ先】 いなぎＩＣカレッジ事務局（稲城市教育委員会 生涯学習課） 
       〒206-0803  稲城市向陽台４-6-18 城山体験学習館内      
            tel.042-370-2822  fax.042-378-3233 
                               受付時間（火曜日～金曜日）10時～16時 
                   いなぎＩＣカレッジホームページ http://www.inagiic.net/ 

「脳」の科学 



講座 
Ｎｏ．1 

現代社会を生きるための「心理学」 【前編3回】 須藤 明 駒沢女子大学 教授 

【後編3回】 藤川 麗 駒沢女子大学 教授 

 裁判員裁判が導入され、国民の司法参加という新しい時代を迎えました。

したがって、非行や犯罪は決して他人事ではなく、私たちが一人一人の問題

として社会の在り方とともに考えていくことが求められています。一方、

「少年事件が凶悪化している」「増えている」といった間違った情報に基づ

く報道や評論家のコメントも散見されます。本講座では、非行や犯罪の現状、

理解の基本的視点などを皆さんにお伝えし、これらにどう向き合っていけば

よいのか、一緒に考えていきます。 

 ストレスを全く感じないで生きることは不可能です。でも、自分のス

トレスがどのように生じているのかを理解し、うまくつきあっていくた

めの方法はたくさんあります。本講座では、認知行動療法という心理療

法のアプローチに基づき、①ストレスの発生メカニズムの理解とご自分

のストレス度のチェック、②ストレスに対応する力を高める「マインド

フルネス」の理論と方法の紹介、③ご自分のストレス対処方法の点検と

よりよい対処法のヒントをみつけること、を目指します。 

【前編３回】（10月～12月） 

【後編３回】（１月～３月） 

 ■ 曜 日 土曜日  

 ■ 時 間 10：00～11：30（90分） 

 ■ 受講料 4,000円  

 ■ 会 場 ⅰプラザ  

 ■ 定 員  40名 

 ■ 単位数 1単位 

須藤 明 （すとう あきら） 

藤川 麗 （ふじかわ うらら） 

28年間家庭裁判所調査官として非行臨床や

家族臨床にかかわってきた。６年前、大学教

員に転じ、現在は駒沢女子大学人文学部心

理学科主任教授。臨床心理士。さいたま市

スクールカウンセラー・スーパーバイザー。

専門は犯罪心理学、家族心理学。近年は、

刑事事件の情状鑑定が中心テーマで、米国

の司法ソーシャルワーカーとの交流を通じ、

判決前調査制度との比較研究も行っている。 

 

主な著書 

共著『非行臨床の実践』 金剛出版 

『自己心理学から見た非行』 

 現代のエスプリNo401  

日 程 講 座 内 容 

第１回 
10/8 
(土) 

 「少年非行を理解する」  
 少年審判と刑事裁判の違いなどを説明した上で、 
 少年非行を理解する視点をお話します。 

第２回 
11/12 
(土) 

 「裁判員裁判と情状鑑定」 
 裁判員裁判で扱う凶悪事件を例にとって、 
 犯罪者の更生の在り方を考えます。  

第３回 
12/10 
(土) 

 「健康な自己愛の育み」 
 非行臨床からみた子育てについてお話します。 

東京大学教育学研究科総合教育科学専
攻教育心理学コース博士課程単位取得
退学（2003年）。博士（教育学）。臨床心理
士。現在、駒沢女子大学人文学部心理学
科教授。専門は臨床心理学、コミュニティ
心理学。近年は、育児ストレス予防プログ
ラムの開発に取り組んでいる。 
 
主な著書 
『臨床心理のコラボレーション』 
 東京大学出版会 
『よくわかる臨床心理学 改定新板』 
 ミネルヴァ書房など。 

日 程 講 座 内 容 

第１回 
1/14 
(土) 

 「ストレス発生の仕組み」を理解する 
 認知的ストレス・モデルの紹介とストレス度のチェックを行います。 

第２回 
2/4 
(土) 

 ストレスに強くなる「マインドフルネス」 
 今この瞬間に注意を向け、人生を生き生きと生きるための 
 「マインドフルネス」の方法を紹介します。  

第３回 
3/11 
(土) 

 「ストレス・コーピングの点検と改善」のヒントを見つける 
 ご自分のストレス対処法を見なおしてみましょう。 

前編 講 師  Profile 

   
   ◆いなぎＩＣカレッジは、市の主催事業として生涯学習推進計画に基づき開設しました。 

     市民ボランティア理事が企画・運営を担い、受講料で運営している全国でも珍しい市民大学です。 

     プロフェッサー講座では近隣大学等の先生方が専門的な知識を「やさしく」「楽しく」解説いたします。 
 
   ◆紹介イベントのお知らせ 

      講座内容を各先生がそれぞれ10分程度でプレゼンテーションを行う「紹介イベント」（無料）は、 

      いなぎICカレッジの名物です。10月開講前の７月24日（日）14：30～地域振興プラザ に、６講座 

      の先生方が一堂に会する、他では見られない贅沢で魅力的なイベントです。是非ご参加ください。 

後編 講 師  Profile 
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講座 
Ｎｏ.２ 「ノーベル賞」への道 

【前編3回】 山田 陽城 東京薬科大学  特任教授 

           高橋 洋子 北里大学 名誉教授 

【後編3回】 村山 昭浩 静岡大学 名誉教授 

【前編３回】「ノーベル生理学・医学賞」～大村 智先生と歩んで～ 
 2015年のノーベル生理学・医学賞は熱帯地域で大きな脅威をもたらし

た感染症から毎年2億人あまりの人を救っている微生物由来の抗寄生虫物

質「エバーメクチン」を発見した大村智博士ら日、米、中国の3人に贈ら

れました。これらの受賞の対象となった熱帯感染症とその治療薬発見の意

義、大村博士の研究グループにより微生物から独創的な新薬がどのように

発見されたか、大村博士が研究を通じ、変えた世界とその素顔について講

演します。 

■ 曜 日 土曜日  

■ 時 間 13：30～15：00（90分） 

   前編第２回11/12は15：10～16：40 

■ 受講料 4,000円  

■ 会 場 ⅰプラザ  

■ 定 員  60名 

■ 単位数 1単位 

日 程 講 座 内 容 

第１回 
11/12 
(土) 

  生理学・医学賞の対象となった「顧みられない熱帯病」とその世界を 
 変えた治療薬の発見について。（山田先生） 

第２回 
11/12 
(土) 

★15:10～ 

  大村博士の「微生物の力を借りて、微生物を信じて」という強い信念 
 から新しい発見が生まれた。（高橋先生） 

第３回 
12/10 
(土) 

  「顧みられない熱帯病」治療薬開発の課題と、大村博士の科学者と 
 文化人としての素顔から学ぶこと。（山田先生） 

前編 講 師  Profile 

山田 陽城 （やまだ はるき） 

1975年東京薬科大学大学院薬学研究科博士課

程修了（薬学博士）後、カリフォルニア大学バー

クレー校博士研究員、北里研究所付属東洋医

学総合研究所研究部門長、北里大学北里生命

科学研究所所長等を歴任。現在北里大学名誉

教授、DNDi （Drugs for Neglected Diseases 

initiative：顧みられない熱帯病のための新薬開

発イニシアティブ）Japan理事長、2014年より東

京薬科大学特任教授。専門は和漢薬物学、国

際保健。多くの学会賞を受賞。 

※「顧みられない熱帯病(Neglected Tropical Diseases ; NTDs )」 とは、WHO（世界保健機関）が 
「人類の中で制圧しなければならない熱帯病」と定義している18の疾患のことを指します。 

高橋 洋子 （たかはし ようこ） 

1967年(社)北里研究所入所、1998年同微生

物機能研究室室長、1992年米国ウィスコン

シン大学博士研究員、2003年北里大学北里

生命科学研究所教授、2014年同特任教授、

2016年同名誉教授、1999年から日本放線

菌学会理事、監事を歴任、2008年同会長を

二期、現在名誉会員。専門は応用微生物学、

特に放線菌に関する分類や二次代謝産物

の医薬品への応用。 
受賞：1988年第1回日本放線菌学会研究奨

励賞（現浜田賞）、2004年同学会賞、2011年

住木・梅澤記念賞等 

【後編３回】「ノーベル物理学賞」～受賞者たちの足跡から～ 
 現代の物理学では、大きさで約50桁も離れた極微の素粒子と巨大な宇

宙が深く結びついていて、物質世界の進化を生み出していると考えられて

います。この講座では、わが国のノーベル物理学賞受賞者について、おも

に素粒子や宇宙にかかわる業績をわかりやすく紹介し、世界の先端を行く

日本の物理学の特徴と進展を振り返り、今後の課題を展望します。 

日 程 講 座 内 容 

第１回 
1/14 
(土) 

  湯川秀樹は、中間子を予言して日本人初のノーベル賞受賞者となり、  
 戦後間もない日本社会を勇気づけました。朝永振一郎は、場の理論 
 の基礎的研究により素粒子論を飛躍的に発展させました。これらは、 
 物理学者を志す若者を多数生み出しました。 

第２回 
2/4 
(土) 

  南部陽一郎は「自発的対称性の破れ」の発見により、また、小林誠と 
 益川敏英は、「CP対称性の破れ」の起源を含むクォーク３世代スキーム 
（小林ー益川行列）の提唱により、素粒子標準模型の確立に大きく寄  
 与しました。「CP対称性の破れ」は、素粒子の性質として宇宙の進化に 
 不可欠なものです。 

第３回 
3/11 
(土) 

  小柴昌俊は、カミオカンデで超新星爆発による宇宙ニュートリノの観測  
 に世界で初めて成功し、梶田隆章は、スーパーカミオカンデでニュートリノ  
 に質量があることを発見しました。これらの業績はニュートリノ天文学への 
 道を開きました。 

村山 昭浩 （むらやま あきひろ） 

1941年北海道生まれ。1964年北海道大学理学

部物理学科卒業。1970年同大学院博士課程修

了。理学博士。1970年〜2007年静岡大学教育

学部で物理学を担当。専門は素粒子論で超重

力理論、余剰次元理論等を研究。趣味は古典

音楽鑑賞、古典落語鑑賞。 

※ 「講座内容」欄の人名は敬称を略してあります。 

後編 講 師  Profile 
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講座 
Ｎｏ.３ 

動物と歩んだ「日本の歴史」 
      ～骨考古学の成果から～ 

阿部 常樹 城西大学 非常勤講師 
田口  哲也 早稲田大学 研究員（第6回目） 

 動物は、愛玩、使役、食材、道具の材料など様々な形で我々人間の生活

に密接に関係しています。また、その動物との関係の在り方は、その地域

の生業や信仰、さらに民族性などと相互に影響しあうものといえます。つ

まり、動物との関係性から日本の歴史を振り返ることは、日本人のモノの

考えかた、特に自然観を垣間見ることができます。そこで、骨考古学の成

果から、動物と歩んできた日本の歴史について皆さんと考えましょう。 

■ 曜 日 日曜日  

■ 時 間 10：00～11：30（90分） 

■ 受講料 4,000円  

■ 会 場  地域振興プラザ  

■ 定 員  60名 

■ 単位数 1単位 

日 程 講 座 内 容 

第１回 
10/16 

(日) 

 「イヌとオオカミ」 
 愛玩動物の代表格のイヌ。その関係性は今も昔も同じ？ 
 そして、オオカミとの関係は？ 

第２回 
11/20 

(日) 
 「イノシシとブタ」 
 日本人はいつからブタを飼い始めたのか？日本人にとって家畜とは？ 

第３回 
12/18 

(日) 

 「ウマとウシ」 
 昔のウマとウシは小さかった！？ 
 神社の「絵馬」とウマとの関係は？ 

第４回 
1/15 
(日) 

 「ネコ」 
 ネコはいつ日本に来たのか？ 
 明治時代に外国人が日本のネコをみて驚いた理由とは？ 

第５回 
2/19 
(日) 

 「野生動物」 
 日本人はシカを始め野生の動物達とはどのように付き合ってきたのだろうか？ 

第６回 
3/19 
(日) 

 「ヒト」（田口先生を中心に） 
 ヒトの身体そのものに刻まれた歴史とは？人骨や墓の分析から分かること。 

講 師  Profile 

阿部 常樹 （あべ つねき） 

1972年千葉県生まれ。 
考古学者、博士（歴史学）、國學院大學大学学
術資料センター客員研究員として動物考古学の
研究を推進する一方で、城西大学・埼玉大学な
どで非常勤講師を務める。 

田口 哲也 （たぐち てつや） 

1971年東京都生まれ。 
考古学者、博士（歴史学）、國學院大學大学院
修了後、早稲田大学人間総合研究センター招
聘研究員になる。近世の墓制を専門としており、
近年では、出土人骨に関する人類学的研究も
行っている。 

講座 
Ｎｏ.４ 成功する「地域ビジネス学」  長谷川 英伸 玉川大学 助教 

 地元企業数の減少や人口流出といった現象によって、一部の地域経済は

疲弊しています。地域経済が疲弊すると、地域住民の日常生活にも大きな

影響を及ぼします。例えば、地域住民の日常生活に欠かせない商業施設の

減少、雇用の縮小が考えられます。地域経済を活性化させるためには、地

元企業の新たな取組や新たなビジネスを担う人材の創出が必要となります。

本講義では、地域経済を支えている地場産業の概念、地元企業と地域住民

との連携、新たな地域ビジネスのあり方を中心に展開します。 

■ 曜 日 日曜日  

■ 時 間 13：30～15：00（90分） 

■ 受講料 4,000円  

■ 会 場  地域振興プラザ  

■ 定 員  60名 

■ 単位数 1単位 

日 程 講 座 内 容 

第１回 
10/16 
(日) 

 成功している「地場産業とは」 
  地域経済と密接な地場産業を知る。 

第２回 
11/20 
(日) 

 成功する「新たな地場産業の姿」 
  全国的に有名な地場産業の取り組み。 

第３回 
11/20 

(日) 
 成功する「地域ビジネスの概念」 
  地域性を活かしたビジネスとは！？ 

第４回 
12/18 

(日) 
 成功する「地元企業の取り組み」① 
  製造業による地域資源の活用事例 

第５回 
2/19 
(日) 

 成功する「地元企業の取り組み」② 
  商業による地域資源の活用事例 

第６回 
2/19 
(日) 

 成功する「地域ビジネスとは」 
    総括と課題 

講 師  Profile 

   長谷川 英伸 
（はせがわ ひでのぶ） 

博士（経営学）：玉川大学経営学部・助教。2013年
兵庫県立大学大学院経営学研究科博士後期課
程単位取得退学、2015年兵庫県立大学博士（経
営学）取得、2013年から玉川大学経営学部助教。
専門は中小企業論、中小企業の企業間関係。 
 
主な著書 
共著『時代の車窓から見た中小企業』晃洋書房 
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講座 
Ｎｏ.５ 「脳」の科学 －すごい脳！－ 

の～ 
工藤 佳久 東京薬科大学 名誉教授 

 私たちは毎日当たり前のように、見たり、聞いたり、話したり、歩いた

り、笑ったり、怒ったり、考えたり、悩んだりしています。これらの能力

はすべて脳の働きによるものなのです。脳も他の臓器と同じように多くの

細胞の集合体なのですが、他の臓器とは全く異なる仕組みでその能力を発

揮しています。まだ、脳機能には不明な部分が沢山残されていますが、

20世紀末から現在までに急速に発達した脳科学研究によって、重要な機

能の多くが明らかにされてきています。この度の6回の講座で、その明ら

かにされている部分を知ることによって、「脳のスゴサ」を感じて頂き、

自分の脳力を維持し、発展させ、十分に発揮する手がかりにして頂きたい

と思います。 

■ 曜 日 土曜日  

■ 時 間 10：00～11：30（90分） 

■ 受講料 4,000円  

■ 会 場  地域振興プラザ  

■ 定 員  60名 

■ 単位数 1単位 

※こちらの講座は平成27年10月に「『脳』の科学～すごい脳！～」と同じ講座名で開催いたしました。その際、お申込は先着順で受付け
ましたが、あっという間に定員60名を超えてしまいました。 紹介イベントの時には、既に定員を遥かに超えていましたので、紹介イベント
終了後抽選となりました。抽選で落選してしまった方々から、とても楽しみにしていたので何とかしてほしいと懇願され、今回、再登壇が
実現いたしました。昨年と同じ内容になっておりますので、今回、万が一抽選となってしまった場合には、昨年落選された方、初めてこの
講座を受講される方を優先とさせていただきたく存じます。 ご了承の程、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

日 程 講 座 内 容 

第１回 
10/22 
(土) 

 「脳力発揮の基礎」 
 脳がそのスゴイ脳力を発揮できる仕組みを理解します。 

第２回 
11/26 
(土) 

 「外界を感ずる脳」 
 外界から情報を収集するためスゴイ脳力を理解します。 

第３回 
12/24 
(土) 

 「外界に働きかける脳」 
 収集した情報に対応し、たくましく生きて行くためのスゴイ脳力を理解します。 

第４回 
1/28 
(土) 

 「身体を維持する脳」 
 無意識のうちに身体を最もよい状態に維持するためのスゴイ脳力を理解します。 

第５回 
2/25 
(土) 

 「自己を向上させる脳」 
 今日より明日、自己を向上させるためのスゴイ脳力を理解します。 

第６回 
3/25 
(土) 

 「悩む脳」 
 捉えどころがなく、悩み、揺れ動く「心」について考え、脳力の奥深さを理解 
 しましょう。 

講 師  Profile 

工藤 佳久（くどう よしひさ） 

薬学博士；東京薬科大学・名誉教授、東京医科
大学・客員教授。1964年名古屋市立大学薬学
部卒業後、興和株式会社東京研究所・研究員、
名古屋市立大学薬学部 助教授、三菱化学生
命科学研究所、脳神経科学部・部長を経て、東
京薬科大学・生命科学部・生体機能学研究室教
授。2005年定年退職。2005年から東京医科大
学客員教授。専門は脳神経薬理学、脳細胞機
能のイメージング解析、グリア細胞機能解析。 
 
主な著書 
『脳神経科学 やっぱり脳はスゴイのだ！』 
 羊土社 
『脳とグリア細胞』技術評論社 
『神経薬理学入門』朝倉書店 
『神経生物学入門』朝倉書店 

《 前回 「『脳』の科学－すごい脳！－」の受講生（40代～80代）感想 》 

・工藤先生の滝水が溢れるが如く、その理論と解説の見事さに脱帽しました。 

・まさに講座名通り、すごい脳！生命を司る脳の神秘は想像を超えるものでした。 

・日常生活において、講義を受ける前と違って脳の機能を理解した行動、物事の見方、 

 考え方、心の捉え方など、自分を客観的に考えられるようになりました。 

・病気と脳の構造の関係に興味を持ちました。 

・脳機能の繊細なデザインと同時に、その強さにも感動しました！ 

・脳について、ここまで解き明かされているとは、驚きでした。 

・初めてプロフェッサー講座に参加しました。勉強嫌いの私にはついていけるか心配 

 でしたが、毎回難しいながらも配布資料を参考に、とても面白く興味がわきました。 

・質問タイムも充実し、とても有意義な時間でした。 

・最後の心との繋がりが特に印象に残りました。また是非、受講したいです。 

 

の～ 
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講座 
Ｎｏ.６ 

誰も教えてくれなかった 
    「くすり」を巡る話 

宮本 法子 東京薬科大学 客員教授 

 自分の健康は、自分自身が守る。こんなセルフメディケーションの時代が

間もなく到来するといわれています。すでに中学生には薬教育が始まってお

り、新たな法律で、国民の役割として薬を知り理解することが求められてい

ます。それでは、いつ、だれが、どのように教えてくれるのでしょうか。 

 医師や薬剤師等の専門家から、治療や薬の説明を受けたら、最終的には自

己決定が出来るように、まずは、薬の約束を知ることから始めましょう。 

■ 曜 日 土曜日  

■ 時 間 13：30～15：00（90分） 

■ 受講料 4,000円  

■ 会 場  地域振興プラザ  

■ 定 員  60名 

■ 単位数 1単位 

日 程 講 座 内 容 

第１回 
10/22 
(土) 

 健康とは何か？健康のためのプロローグ。 
 薬を使う時には約束があった。 

第２回 
11/26 
(土) 

 他の人に絶対「あげてはいけない薬」 
 医師が処方した薬と自分自身で購入した薬の違い。 

第３回 
12/24 
(土) 

 「薬と薬物」の違い 
 麻薬は有用な薬でもあり乱用薬物でもある。 
 薬物乱用における依存とは？ 

第４回 
1/28 
(土) 

 医師から説明された治療法を「患者が選ぶ」時代。 
 何をどう選ぶのか、決めるのはあなた自身。 

第５回 
2/25 
(土) 

 世界一の長寿国日本には、どんな「代替療法」があるのでしょうか。 
 「人が治るとはどういうことか」、代替療法の可能性を探る。 

第６回 
3/25 
(土) 

 「病気を忘れる」ことのできるひとときを。 
 風邪ケア、リフレッシュのアロマテラピーを楽しみましょう。 

講 師  Profile 

宮本 法子（みやもと のりこ） 
1972年 東京薬科大学薬学部衛生薬学科卒業。その
後、帝京大学医学部生化学研究室の助手を経て、
母校へと戻り、研究・教育に携わり、2000年 博士（医
学）を取得。2006年 社会薬学研究室を開設、2015年
3月 定年退職。2016年より東京薬科大学薬学部客
員教授。日本社会薬学会前会長、日本薬史学会理
事、性と健康を考える女性専門家の会運営委員、東
京都薬剤師会学術委員会委員、八王子学校薬剤師
など。 
 
主な著書 
分担執筆『薬事関連法規 第3 版』南江堂 
編著者『 これからの社会薬学改訂第2 版』南江堂 
分担執筆『 スタンダード薬学シリーズⅡ 1.  
薬学総論 1薬剤師としての基本事項』東京化学同人 
 
共著『くすりを使う時の12 の約束』 
 東京薬科大学出版会 
編集委員『薬学史事典』薬事日報社 

いなぎＩＣカレッジは、単位制の市民大学です。 
１講座3分の2以上の出席で修了証（1単位）を授与します。 
12単位修得しますとプロフェッサー講座「生涯学習市民修士」、 
30単位修得でプロフェッサー講座「生涯学習市民博士」の 学位記を、 
日江井榮二郎学長（東京大学・国立天文台名誉教授、明星大学元学長）より、 
授与いたします。 

見事30単位習得されました、プロフェッサー講座「生涯学習市民博士」の方は、 
「いなぎICCPクラブ」の総会（年1回）にご招待いたします。 

 ※「いなぎICCP （Interactive Community College Professor）クラブ」とは、 
    プロフェッサー講座にご登壇された先生方のOB会です。 
   総会では、異分野交流講演会を実施しており、文系・理系様々な専門的な視点から 
   活発な意見交換会も行われております。 

 学位記取得も、一つの目標に愉しく学んでいただけますと幸いです。 

◆  単位について 
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１．講座の選択 講座内容・日程・時間・受講料・会場をご確認ください。 

2.  受講の申込み ◆ 受講料  １講座 ： 全６回 4,000円（中学生以下の受講料は半額になります。）  

◆ 申込み期間  平成28年７月15日（金）～ 先着順 ※8月16日(火）一旦締切 
    ・受付開始日前のお申込みは７月15日のお申込みと同じ扱いになります。 

    ・各講座とも定員になり次第受付を締め切ります。 

 ※但し、どの講座も７月24日（日）の紹介イベント終了までは、定員を超えても、お申込みを受付けます。 

        ・紹介イベント当日は、各講師の説明を聞き、その場で指定用紙にて簡単にお申込みができます。 

        ・紹介イベント当日、定員を超えた講座は、コンピュータによる無作為抽選となります。 

        ・抽選の結果、落選された方のみ8月上旬にハガキにてお知らせします。 

     (当選の方は、「４.通知書の受取り」参照) 

        ・紹介イベント終了時に定員に満たなかった講座は、引き続き定員に達するまでお申込みを受付けます。 

３. 申込み方法 
 官製ハガキ、またはホームページからお申込みください。 

     ※原則として、お電話でのお申込みは聞き間違い防止のため受付けておりません。 

（詳しくは裏面をご覧下さい。） 

※お申込みの際にいただいた個人情報は、講座開催・運営及びいなぎICカレッジの催しの 
 ご案内のみに利用させていただきます。 

４. 通知書の受取り 
・９月上旬頃に決定通知書・振込用紙・講座のカリキュラム等を送付いたします。 

 ※受講者の決定は申込み期間（７月15日～８月16日）終了後に、一般教養講座とあわせて 

  事務局で行いますので、7月にお申込みいただきましても、通知書等の発送は9月上旬と 

  なります。ご了承のほどお願い申し上げます。 

５. 受講料の振込み 
・期日までに同封の振込み用紙にて納付、または指定口座にお振込みください。 
・入金が確認された時点で申込み完了となります。 
 （こちらからは、入金確認済等のご連絡はいたしませんのでご了承ください） 
・期日までにお振込みがない場合は、キャンセル扱いになります。 

６. 受講のキャンセル 
・キャンセル待ちの方もいらっしゃいますので、お申込みをキャンセルする場合は、 
 必ず事務局までご連絡ください。 

キャンセル連絡 受講料の返金 

開講日前 500円（手数料）を差し引いた金額 

1回受講後7日間以内 1,000円（1回目の受講料と手数料）を差し引いた金額 

1回受講後8日目以降 受講料の返金はいたしません。 

７. 受講開始 
・受講する講座の日時をご確認の上、直接会場へお越しください。 

・講座会場受付にて出席を確認いたします。 

・欠席した講座の資料は、原則として次回の講座でお渡しします。 

・1講座3分の2以上の出席で修了証（1単位）を授与いたします。 
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入金が確認された時点で「申込み完了」です。 
（確認済等のご連絡はしておりません） 

9月上旬に受講決定通知書・振込用紙等が届きます。 

４．受講料の振込み 

  ５．受講日当日 

１．講座の選択 

講座内容・日程・受講料（1講座 6回 4,000円）などをご確認ください。 

２．受講の申込み（受付開始：平成28年7月15日～） 

《 官製ハガキでの申込み 》 《 ホームページからの申込み 》 

◆必要事項を明記の上、ご郵送ください。 

◆１通で複数講座の申込みが可能です。 
◆「いなぎＩＣカレッジ」ホームページ 

(http://www.inagiic.net/)にアクセスし、 

「平成28年10月プロフェッサー講座受講生募集」 

から必要事項を入力の上、申込みください。 

 

※ 一度に複数講座の申込みが可能です。 
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稲城市向陽台4-6-18 

 城山体験学習館内 

 
いなぎＩＣカレッジ 
     事務局 行 

〒206-0803 

ハガキ表面 裏面 

①希望講座名 

②氏名（フリガナ） 

③住所 

④電話番号 

⑤年齢 

⑥性別 

⑦受講動機 
⑧何でこの講座を 
 知りましたか？ 

３．通知書の受取り 

日時をご確認の上、直接会場へお越しください。 

《ⅰプラザ 》 《 地域振興プラザ 》 

TEL：042-331-1720 TEL：042-378-2112 

地域振興プラザ 

・京王相模原線 若葉台駅から徒歩約2分  
・京王相模原線 稲城駅から徒歩約10分 
・JR南武線 稲城長沼駅から徒歩約13分 

お申込から受講までの流れ 
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